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 ヒト大腸癌細胞 HT29を通常培養（バックグラウンドコントロール）、血清飢餓培養または 5-フル











 ストレス下で Hsc70は Rab1Aの分解を抑制することで HT29細胞の生存に寄与していることを明ら
かにした。 
 












子を明らかにするために、2 つのストレス条件で共通して検出された 10 のユニークタンパク質を解
析し、その中から Rasスーパーファミリーに属する Rab1Aを同定している。Rab1Aはストレス下でユ




 以上の結果より、HT29 細胞がストレスに曝されると、オートファジーの誘導に必須である Rab1A
の分解が促進されるが、Hsc70がこれを抑制することでストレスに応答していることが明らかとなっ
た。本研究は小胞体-ゴルジ体輸送の制御因子として知られている Rab1A がオートファジーの誘導に
必須であり、細胞内タンパク質の恒常性維持に寄与していることを初めて明らかにした。また、本研
究手法であるシャペロン結合解析は細胞の生理状態をモニターする新たなプロテオミクスとなる可
能性を示した。よって、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
